



































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































い。例えば、阿英﹃紅楼夢戯曲集﹄が収録してい 十種の作品の作者のうち、進士出身の作者は五名い 。なかでも石韞玉は乾隆五十五年︵一七九〇︶の状元である。現在見られる記載によれば、仲振奎などは専門的に を創作する戯曲作家であり、そ 品は当時既に上演されていた。多くの戯曲作家は交遊関係があり、親戚や友人の関係でもあった。　
そ
し
て、
﹃紅
楼
夢
﹄
戯
曲
の
特
徴
に
つ
い
て
は、
続
編
の
小
説
が
幸福な結末を迎えるのとは異なり、戯曲のほうは全 百二十
/?? ?? ???
回
本
に
基
づ
い
て
改
編
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る。
こ
の
点
に
関
し
て
は、特に林黛玉の死および﹁焚稿﹂のプロットの改編から見出すことができる。このように、百二十回本の後四十回の創作は、広範に受け入れられていたことが伺える。これと同時に、
﹃紅
楼
夢
﹄
戯
曲
の
作
者
た
ち
は、
百
二
十
回
本
の
内
容
を
解
釈
し受け入れる過程で、新たな創作を通して自分の見解を加えたり表現したりしたのである。注︵
１︶
 阿英編﹃紅楼夢戯曲集﹄
︵中華書局、一九七八年︶
。
︵
２︶
 一栗：
﹃紅楼夢書録﹄
︵増訂本︶
、
上海古籍出版社、
一九八一年。
︵
３︶
 胡文彬﹃紅楼夢叙録﹄
︵吉林人民出版社、一九八〇年︶
。
︵
４︶
 徐
扶
明﹃紅
楼
夢
与
戯
曲
比
較
研
究
﹄︵上
海
古
籍
出
版
社、
一
九
八
四
年︶
。
︵
５︶
 他
に
も
以
下
の
著
作
を
参
照
し
た。
荘
一
拂
編
著﹃古
典
戯
曲
存
目
匯
考
﹄︵上
海
古
籍
出
版
社、
一
九
八
二
年
︶、
馮
其
庸・
李
希
凡
主
編﹃紅
楼
夢
大
辞
典
﹄︵文
化
藝
術
出
版
社、
一
九
九
〇
年
︶、
李
修
生
主
編
﹃古
本
戯
曲
劇
目
提
要
﹄︵文
化
藝
術
出
版
社、
一
九
九
七
年
︶、
一
粟
編﹃古
典
文
学
資
料
匯
編
︱︱
紅
楼
夢
資
料
匯
編
﹄︵中
華
書
局、
二
〇
〇
四
年
重
印［一
九
六
四
年
第
一
版
］︶、
朱
一
玄
編﹃中
国
古
代
小
説
名
着
資
料
叢
刊
︱︱
紅
楼
夢
資
料
匯
編
﹄︵南
開
大
学
出
版
社、
二
〇
〇
四
年
重
印［二
〇
〇
一
年
第
一
］︶、 王
文
主
編﹃傅
惜
華
蔵
古
本
戯
曲
珍
本
叢
刊
提
要
﹄︵学
苑
出
版
社、
二
〇
一
〇
年
︶。
ま
た
参
照
し
た
論
文
に
は、
銭
成﹁清
代［紅
楼
戯
曲
］
四
考
﹂︵﹃河
西
学
院
学
報
﹄
第
二
六
巻、
二〇一〇年第一期︶
がある。以上の著作や論文のなかでは、
﹃紅
楼
夢
﹄
戯
曲
に
関
す
る
断
片
的
な
論
考
や
言
及
は
あ
る
が、
体
系
的
な
考
察は見られない。
︵
６︶
 呉蘭徴
﹃絳蘅秋﹄
は阿英編
﹃紅楼夢戯曲集﹄
所収
︵注二を参照︶
。
︵
７︶
 許
鴻
磐
撰﹃三
釵
夢
北
曲
﹄
は
許
鴻
磐
撰﹃六
観
楼
北
曲
六
種
﹄︵﹃傅
惜
華
蔵
古
典
戯
曲
珍
本
叢
刊
﹄
第
七
一
冊、
学
苑
出
版
社、
二
〇
一
〇
年
︶
所収。
︵
８︶
 ﹁三釵夢北曲小序﹂
では朱韞山の﹁韞﹂
を﹁蘊﹂
と作るが、
﹃十二
釵
﹄
を
収
録
す
る
朱
鳳
森
編
撰﹃韞
山
六
種
曲
﹄
で
は﹁韞
﹂
と
作
る。
恐らく刊行した際の誤りだろう。
︵
９︶
 朱
鳳
森﹃十
二
釵
﹄
は
朱
鳳
森
編
撰﹃韞
山
六
種
曲
﹄︵﹃傅
惜
華
蔵
古
典
戯曲珍本叢刊﹄第八二冊、学苑出版社、二〇一〇年︶所収。
︵
??︶ 王
琳﹁
﹃紅
楼
夢
﹄
と
そ
の
戯
曲
化
︱
 梅
蘭
芳
と
欧
陽
予
倩
の﹁黛
玉
葬
花
﹂
を
中
心
に
﹂︵﹃お
茶
の
水
大
学
中
国
文
学
会
報
﹄
二
〇
号、
一四二ー一五九頁、二〇〇一年︶による。
︵
??︶ 仲振奎﹃紅楼夢伝奇﹄
︵﹃傅惜華蔵古典戯曲珍本叢刊﹄
第六六
冊、学苑出版社、二〇一〇︶所収。
︵
??︶ 万
栄
恩﹃醒
石
縁
﹄︵早
稲
田
大
学
所
蔵
嘉
慶
庚
申
五
年
( 一
八
〇
〇
年
) 青心書屋刊本︶所収。
︵
??︶ 呉鎬
﹃紅楼夢散套﹄
︵﹃傅惜華蔵古典戯曲珍本叢刊﹄
第七五冊、
学苑出版社、二〇一〇年︶所収。
︵
??︶ 石
韞
玉﹃紅
楼
夢
﹄︵﹃傅
惜
華
蔵
古
典
戯
曲
珍
本
叢
刊
﹄
第
七
〇
冊、
学苑出版社、二〇一〇年︶所収。
︵
??︶ 陳鐘麟﹃紅楼夢伝奇﹄
︵早稲田大学所蔵粵東汗青齋刊本
︶。
︵
??︶ 周
宜﹃紅
楼
佳
話
﹄︵﹃傅
惜
華
蔵
古
典
戯
曲
珍
本
叢
刊
﹄
第
九
六
冊、
学苑出版社、二〇一〇年︶所収。
